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教育目標： ○ 自 学び く考え    ○ 進 協力 他人 思いや     ○ 心身 く く 最後 や く

目指 学校像： ○生徒 主体的 学び活動 学校 ○教職員 協働 教育活動 創造 いく学校 ○保護者や地域社会 信頼さ 学校

目指 児童 生徒像： ○自 学び く考え 生徒 ○進 協力 他人 思いや 生徒 ○心身 く く最後 や く生徒

目指 教師像： ○教育 対 熱意 使命感 富 教師 ○一人一人 良さや可能性 引 出せ 教師 ○研修意欲 富 互い 高 合う教師

努力指標 努力指標 成果指標 成果指標

中間 最終 中間 最終

教員 認 励 指導を心 け行 い い

防止基本方針 基 対応を図 い アン

ケ や教員 認知 解決 結び い い 今

回 臨時休業 散 校 あ 十 人間関

係 出来 い いこ 考慮 対応を考え いく必要

あ

今後 生徒 良さ 見 生徒 自己肯定感

高 指導 行い い 防止 努 いく

学期 ク 取 組 活動 少 く 今

後 今 う 活動 い 予想さ

補う活動 考え いく 現在

新型コロ ウイ 感染症 関わ 中傷やい

起 い う生徒へ 指導 行 いく

4
83.8%

意欲的 取 組 生徒 . % 自

答えを見い こ 生徒

. ％ 比較的高い結果 自 意見

や考えを 表 伝え こ

生徒 0. % 若干低く こ コロ 対応

表 機会 減少 影響 い 考え

い 教員 取 組 い 例年 実施

授業時数 少 いこ 影響 い 考え

い

昨年度 引 道徳 評価 関 校内研修

行い 生徒 良さ 評価 意欲的 生徒 取

組 授業 目指 いく 学年全体 行う

学年道徳やロ ン 授業 指導法

工夫 図 いく 学期 臨時休校 分散

校 授業 欠時 い 水曜日 ６校

時 実施 土曜授業 実施 授業時数確保

行 いく

臨時休校 散 校 十 形 指導

い状況 あ 社会的能力 高 生徒

８ ． ％ 比較的高い結果 社会的能

力を高 各教員 持 味を活 様々

取 組 見

臨時休校 分散 校中 様々 考え 社会

向 合う時間 生徒 多く 中 社会的

能力 高 自覚 い 生徒 多

い 今後 生活 い 踏 え 生徒 社

会的能力 向 図 いく 教

員 持ち味 活 取 組 いく

生徒一人一人 さを見

け 認 励 伸ば 指

導 三中い 防止基本

方針 基 い い 防

止 対応を図

特 教科 道徳 指

導方法を工夫 考え

道徳 議論 道徳 を推

進 評価 生徒 良

さを認 意欲 評

価を行う

教育活動 様々 場面

教員 持

味を活 生徒 社会的

能力を高 指導を行う

3
87.5%

4
100%

3
87.5%

4
84.0%

2
75.0%

確

学

力

基礎力 思考力 実

践力をバランス く

育 生徒一人一人

確 学力を育

成

基礎的 知識や技能を習

得さ こ を活用

課題を解決 必

要 思考力 断力 表

現力等を育 学

び 向 う力を高

授業 ユ バ ル

イン化を図 授業

を 考えさ 授

業 理由を示 自

考えを表現さ 授業

学習活動を工夫

分析コ ン 改善策

領

域

中期目標 短期目標 具体的方策

個 応 指導 い 昨年度中間評価

. % 高い評価 あ 今年度 . % 教員

十 感 い 基礎

基本的 知識や技能を身 付け 生徒

昨年度 . % 今年度 . % 高く い

教員 生徒 評価 差 あ 今 取組

今後 生徒 基礎 基本的 知識や技能

向 図 いく びポケッ や イン

e イブ 活用 図 生徒

個 応 学習 行え う支援 いく

いく

4
100%

豊

心

社

会

性

豊 人間関係を

育 命

大 さ 人 心 痛

生徒を

育成

主体的 教育活動を通

自己肯定感を高

い や不 校を防止

道徳 時間を 自

答え を見出 時間

充実を図

社会的能力 自己表現

力 自己コン ロ ル力

状況 断力 問題解決

力 親和的能力 思いや

を高

4
85.4%

学

校

居

心

地

感

生徒 学校居心地

感を高

生徒 心 居場所 生徒

同士 く 場所

あ 環境 く を

生徒 実態を把握 困難

さ 応 様々 工夫や手

立 を講 教科 学

習 行事 部活等様々 場

面 生徒 学校居心地感

を高 アプロ チを行

う

授業 あ 提示やＩＣＴ機器 効果的 活用

授業 ユ バ ル イン化 い 教員

意識 高く い 授業 楽 くわ や い

生徒 高い割合 い 例年 学期以

降こ 割合 下 く 傾向 あ 対応を

図 いく必要 あ

授業 バ イン化 い 今後

推進 いく必要 あ 学期 理由

示 自分 考え 表現させ 授業 表

活動 十分 い部分 あ 可能

授業 形 検討 行 いく

朝読書 質問教室 補充教

室 ポ 教室等を実施

励 や肯定的 声 け

等 個 応 指導を充実

さ

3
83.3%

4
85.6%

生徒 学校居心地感 い 年生 一番高

く 年生 一番低い結果 年生 初

環境 中 居場所や く 場を

見出 学校居心地感を高 こ 今

生活 異 中 行事 今 い こ

い状況 学校居心地感を高 こ

年生 多 いう結果 考え

い

学校居心地感 低い生徒 対 個別面談等

活用 相談活動 充実させ いく 今

様 い現状 中 ノ チャイ 生

活 中 新 伝統 く

生 素晴 さ 自覚させ 学校 愛着

せ 学校 居心地感 いく 教

員 持ち味 活 居心地感 高 取 組

さ

４

100%

2
82.8%


